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トピックス �

　令和２年７月６日、当金庫初となる建物再生技術を用いて本通支店をリニューアルオープンしました。建物再生技術
とは、躯体主要構造部をそのまま活用しながら、現行法規に適合する耐震改修を行い、デザインや機能とともに新築同
等の建物へと生まれ変わらせる工法です。同工法は、工期の短縮化が可能となり、廃材や二酸化炭素排出量等の削減も
できることから、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」に資する取組みとなります。なお、コンセプトは「幅広い世代の
お客さまがお気軽にご利用でき、また来店したいと思っていただける心地よい店舗」としています。

音戸支店では店舗職員で店舗近くの公園や歩道
の清掃活動を実施しました。

川尻支店では当金庫イメージキャラクター「れもネコ」
が地域の幼稚園児たちと触れ合いました。

交通安全街頭活動実施
　毎年、春と秋の全国交通安全運動期間
中および「信用金庫の日」に県内信用金
庫一斉の取組みとして、店舗の最寄りの
横断歩道で「おはようございます」の挨
拶を交わしながら実施しています（令和
２年６月15日）。

「Ａrt Ｅxhibition瀬戸内大賞
グランプリ・金賞作品展」開催
　一般財団法人くれしん芸術文化財団で
は、公募美術展として毎年開催している「Ａrt
Ｅxhibition瀬戸内大賞」の過去５回のグラン
プリ・金賞受賞作の作品展を呉市立美術館で
開催しました（令和２年７月４日～８月23日）。

「出前講座」開催
　広島県立呉昭和高校１・２年生を対象
に、金融機能、銀行との違いから見た信
用金庫の役割や社会人としての仕事のや
りがいなどについて学んでもらうための
出前講座を開催しました(令和２年９月
１日)。

本通支店をリニューアルオープンしました

地域貢献活動に取組みました

当金庫では令和２年９月２日に創立95周年を迎え、各営業店で記念感謝祭を開催しました



預金積金の状況

貸出金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

損益の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません

11.86％
国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

有価証券残高 預け金残高
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（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。
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自己資本の状況 国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています

464 470億円

令和２年9月末
17,232

1,822
13,756

1,653
421,645
438,878

有価証券・預け金の状況 安全性を重視して運用しています

420

430

440

450

460

470

平成30年9月期 令和元年9月期 令和２年9月期

543770 百万円897

平成30年9月期 令和元年9月期 令和２年9月期

373

669百万円

766

1,000

800

600

400

200

0

（単位：百万円） （単位：百万円）

700

900

1,100

0
100

300

500

100

150

50

200

250

0

（単位：億円）

185 170 172億円
2.00

4.00

5.00

0.00

3.00

1.00

（単位：％）

0

5,500

6,000

6,500

7,000

（単位：億円）

平成30年9月末 令和元年９月末 令和２年9月末

4,400

4,300

4,200

4,100

4,000

3,900

3,800

0

（単位：億円）

7,3987,251

7,500

4,077
4,132

7,818億円

4,380億円

4期連続で増加
上半期で

507億円増加

1,000

2,000

3,000

0

（単位：億円）

5,000

4,000

4,211億円4,081

1,834

2,246

4,119

1,950

2,169 2,321億円

1,890億円

比較的リスクの低い
国内債券が中心

信金中央金庫（信用
金庫の中央機関）
への預け金が中心

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

預金者別残高構成比

預金の約80％を個人のお客さまから　
お預かりしています。

金融機関
0.1％

公金
3.5％

個人
77.9％

一般法人
18.4％

貸出金業種別残高構成比

個人の方をはじめ、様々な業種のお客さま
に幅広くご利用いただいています。

個人
34.2％

不動産業
18.1％製造業

9.1％

サービス業
8.8％

卸・小売業
6.8％

地方公共団体
9.1%運輸・郵便業

5.6％

建設業
5.5%

その他
2.4％

7期連続で増加
上半期で

184億円増加

　令和２年9月末

時価　　　 評価差額

有価証券の時価情報

その他有価証券で時価のあるもの

区　　分

国　　債

地 方 債

社　　債

株　　式

外国証券

そ の 他

合　　計

6,976

95,971

83,336

1,219

24,203

18,936

230,644

220

1,415

752

116

207

755

3,467

（単位：百万円）



預金積金の状況

貸出金の状況

地域の多くの方々から大切な資金をお預りしています

地域のお客さまに幅広くご利用いただいています

損益の状況

不良債権の状況

お客さま第一主義の経営に徹し、安定した収益を確保しています

高い保全率、自己資本によるカバーで健全性に問題ございません

11.86％
国内基準の４％を大きく
上回る高い水準です。

有価証券残高 預け金残高

令和２年度上期の業績

預金積金残高

貸出金残高

有価証券・預け金残高

480

0 0

9.00

8.00

7.00

13.00

12.00

11.00

10.00

経常利益

（単位：億円）

自己資本の額及び自己資本比率

不良債権額及び不良債権比率

12.17
12.58

金融再生法に基づく開示債権

保全額及び保全率

　　　　 区　　分
金融再生法上の不良債権
　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　　危険債権
　　要管理債権
正常債権
　　合計（総与信）

自己資本の構成

令和２年9月末
　　  

区　　分

コア資本に係る基礎項目

　　うち普通出資

　　うち利益剰余金

　　うち一般貸倒引当金

コア資本に係る調整項目

自己資本の額

リスク・アセット等

自己資本比率

47,621

2,909

43,079

973

535

47,085

396,758

11.86%

　

（単位：百万円）

業務純益

令和２年
9月期

業務純益

実質業務純益

コア業務純益

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く。）

1,044

883

883

663

令和元年
9月期

505

511

505

578

平成30年
9月期

886

970

930

852

　

（単位：百万円）

（単位：百万円）

令和２年9月末
17,232
13,815
80.17%

438,878
3.92%

　　　　 区　　分
不良債権額（Ａ）
保全額（Ｂ）
保全率（Ｂ）÷（Ａ）
総与信（Ｃ）
不良債権比率（Ａ）÷（Ｃ）

（注）総与信＝正常債権＋不良債権

（単位：百万円）

（単位：％）

4.12
4.52

462

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
　　従って本誌に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
　　実質業務純益とは、信用金庫本来の事業活動によって獲得した利益を表す｢業務純益｣に｢一般貸倒引当金繰入額｣を加えたものです。

８億円 当期純利益 億円６

3.92％

億円増加

前年同期比で

80％は引当金や担
保、保証等により
保全され、20％は
自己資本で十分カ
バーしており、健全
性に問題はござい
ません。

５

自己資本の状況 国内基準を大きく上回る自己資本比率を維持しています

464 470億円

令和２年9月末
17,232

1,822
13,756

1,653
421,645
438,878

有価証券・預け金の状況 安全性を重視して運用しています

420

430

440

450

460

470

平成30年9月期 令和元年9月期 令和２年9月期

543770 百万円897

平成30年9月期 令和元年9月期 令和２年9月期

373

669百万円

766

1,000

800

600

400

200

0

（単位：百万円） （単位：百万円）

700

900

1,100

0
100

300

500

100

150

50

200

250

0

（単位：億円）

185 170 172億円
2.00

4.00

5.00

0.00

3.00

1.00

（単位：％）

0

5,500

6,000

6,500

7,000

（単位：億円）

平成30年9月末 令和元年９月末 令和２年9月末

4,400

4,300

4,200

4,100

4,000

3,900

3,800

0

（単位：億円）

7,3987,251

7,500

4,077
4,132

7,818億円

4,380億円

4期連続で増加
上半期で

507億円増加

1,000

2,000

3,000

0

（単位：億円）

5,000

4,000

4,211億円4,081

1,834

2,246

4,119

1,950

2,169 2,321億円

1,890億円

比較的リスクの低い
国内債券が中心

信金中央金庫（信用
金庫の中央機関）
への預け金が中心

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

平成30年9月末 令和元年9月末 令和２年9月末

預金者別残高構成比

預金の約80％を個人のお客さまから　
お預かりしています。

金融機関
0.1％

公金
3.5％

個人
77.9％

一般法人
18.4％

貸出金業種別残高構成比

個人の方をはじめ、様々な業種のお客さま
に幅広くご利用いただいています。

個人
34.2％

不動産業
18.1％製造業

9.1％

サービス業
8.8％

卸・小売業
6.8％

地方公共団体
9.1%運輸・郵便業

5.6％

建設業
5.5%

その他
2.4％

7期連続で増加
上半期で

184億円増加

　令和２年9月末

時価　　　 評価差額

有価証券の時価情報

その他有価証券で時価のあるもの

区　　分

国　　債

地 方 債

社　　債

株　　式

外国証券

そ の 他

合　　計

6,976

95,971

83,336

1,219

24,203

18,936

230,644

220

1,415

752

116

207

755

3,467

（単位：百万円）



地域経済活性化への取組み �
新型コロナウイルス感染拡大等の影響を受けた事業者の皆さまをサポートするための取組みを開始しました

「呉市ビジネスモデル転換支援事業」の事務局業務を受託

呉・江田島Grow up!プロジェクトを開始

その他の取組み

呉市長挨拶

プロジェクト開始記者会見

広島県しんきん事業承継ネットワーク発足式

ビジネスモデル転換支援事業説明会

マーケティング力強化セミナー

くれ創業カフェ

　新型コロナウイルス感染拡大や日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区の高炉等の閉鎖発表を受け、呉市が開始
した「呉市ビジネスモデル転換支援事業」の事務局業務を受託しました。事務局として呉商工会議所や他金融機関
などと連携し、経営基盤安定化や新ビジネス、販路拡大にチャレンジする事業者の皆さまをサポートしていきます。

　令和２年７月29日、呉市・江田島市の商工会や商社と連携し、首都圏等の新たなマーケットでの販路拡大を目
指す食品製造事業者を支援するためのプロジェクトを開始しました。プロジェクトの開始にあたり、令和２年８
月24日に対象の事業者様向けの「売上・利益の拡大に向けた商品づくり」をテーマにした「マーケティング力強
化セミナー」と事業説明会を開催しました。流通や商品開発に精通した専門家やバイヤーと事業者の皆さまをつ
なぎ、販路拡大に向けた実務面でのサポートを行っていきます。

　令和２年７月９日、県内信用金庫（当金庫、広島信用金庫、しまなみ信用金庫、広島みどり信用金庫）、信金
中央金庫および信金キャピタル株式会社と、中小企業・小規模事業者様への事業承継支援の強化を目的として、「広
島県しんきん事業承継ネットワーク」を発足させました。また、当金庫が事務局を務める「呉創業支援ネットワー
ク」では、昨年度に引き続き、女性の自分らしい働き方や社会進出を後押しする企画として令和２年７月30日に
「くれ創業カフェ」を開催しました。
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〒737-8686　呉市本通2丁目2 -15　電話（0823）24 -1181

令和２年11月発行 　〔本紙は再生紙を使用しています〕

呉信用金庫　ＳＤＧｓ宣言
　当金庫は、国連が提唱する「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」に賛同し、地域に根差す
信用金庫として、これまで以上に中小企業の発展や、地域の皆さまの豊かな暮らしの実現に
向けて取組むことを通じ、持続可能な社会づくりに努めてまいります。

当金庫オリジナルキャラクター「れもネコ」の着ぐるみを製作しました。
今後は各地域のイベントにも積極的に参加したいと思いますので宜しく
お願いいたします。

当金庫オリジナルキャラクター「れもネコ」と着ぐるみ

当金庫オリジナル
キャラクター「れもネコ」

「れもネコ」の着ぐるみ




